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中学校の問題：不登校の増加・学力の低下 （I市）

学力（小学校） 学力（中学校）



いじめ件数（H24）
不登校児童・生徒数（H24）

中１ギャップ→危機的な環境移行

環境・心身の急激な変
化に対応しきれない

物理的・精神的に大きな変化
（小学校→中学校）
・学校規模の増大：１学年の人数
・新教科（英語・数学など）、教科の高
度化
・教師との関係の変化

：学級担任→教科担任
・受験に関わる学習成績の重視
・仲間関係の変化：日常生活圏→広域化
・生徒指導の重視
・思春期への移行

学習の理解・楽しさの減少
困りごとにおける勉強問題の増加



教師集団の連携

チームティーチング、

教師集団の連携
・学習の連続性
・教科担任制の早
期導入
・多様な学習形態：
チームティーチング、
少人数

多様な集団活動
・縦割り集団

９年間の安定した
学校・地域の連関
・コミュニティスクー
ル
・地域学校連携活
動

中1ギャップの解消 連続性・崖をスロープに
■学年のまとまりの転換
（小６と中１の接続）小・中の連続的変化
： 6・3制→4・3・2、5・2・2、5・4、4・5制

小中一貫校の取り組み



出典：小中一貫教育の導入状況調査／文部科学省



一貫校の効果 ・中学校への進学に関わる不安の緩和
・不登校、問題行動（いじめ、暴力）の減少
・思いやりや助け合いの気持ちの向上
←上級生が下級生の手本となる意識
←上級生に対する憧憬

・学習意欲、状況の向上、学力の向上、
←９年間の学習や学習支援の体系化
←小中教師間の協力、教科指導力の向上

・小中教員間での協力意識、相互理解の向上
・活動、体験の高度化、多様化
←異年齢の幅の拡張、多様な交流や出会い



小中一貫の有意性／学習面
・［クラスー教師］の固定的関係からの脱却、体系的な学習
・小中教師の相互乗り入れによる専門性の高い授業、教科担任制
・チームティーチングなどのきめ細かな授業→個別最適化・協働型



教師の相互乗り入れ：専門性、T.T（チームティーチング）学習・少人数

少人数学級
専門性の高い学習（中学の音楽教師）

チーム・ティーチング（小学＋中学教員）



学年の幅の広さを活用した
集団編成と活動の多様化
異学年交流

※単独小・中学校よりも多
様な編成と活動

1：全校型
2：小学（1学年）

＋中学（1学年）連携型
3：小学校縦割り型
4：中学校縦割り型
5：学年単独型
（◯：地域連携型）



社会に開かれた教育課程×教育課程特例校制度

小学校、中学校の教育課程は、学校教育法施行規則及び学習指
導要領により、教科等及び標準指導時間、教科等の目標や内容が
定められている。
義務教育学校、併設型小・中学校では、小学校、中学校の教育

課程を基本にしつつ、その特例として、学校の特色や子どもたち
の実態に応じて、新教科等の創設（既存の社会科、家庭科、総合
的な学習の時間等の内容の一部を統合し、ふるさと科、防災科な
ど小中一貫教科を新設）や、学年段階間・学校段階間での指導内
容の入替え等（例：小学校低学年からアルファベットを指導、中
学校数学の負の数を小学校算数で指導、小学校図画工作の木材加
工の指導の一部を中学校美術で指導など）が可能

一貫校の有意性：何を学ぶか、いつ学ぶかの裁量権を有する

授業時間：45分→50分／５・6年
＋



一貫校の成果



小中一貫校の計画：小中の関係／時間割の調整

小学校：45分授業
中学校：50分授業

小学校５・６年
：50分授業

※近年の傾向



小中間の活動の連携と質を高めるための
施設計画とは？

空間の多様性・高機能化、相互の連続性・一体性
＋

多様で身近な学習メディア

これまでの学校建築（教室と廊下のみ、単調で画一的な教室配列）からの転換



一貫校の特質

◯多様性：小学校・中学校単独では得られない
ヒト（児童・生徒・教師・地域・集団・学校社会）
モノ（空間・物的環境）
コト（学習・生活・特別活動）の多様化

◯関係性：多様なヒト・モノ・コトの関係化や交流、連関による多様で
質の高い活動や意識の創発

：相互理解による新たな意識・取り組み

◯時間性：発達段階の意識化、学齢に応じた適切な環境・学び
：発達段階に応じて連続的に、徐々に（グラデーショナルに）
移行、発展する取り組み

◯体系性：6年＋3年→９年間を通した長期的な学びの体系化

ハード・ソフトで特質をどう活かすのか



施設一体型の優位性vs隣接型・分離型 （出典：小中一貫［事例編］
国立教育政策研究所編）

一体型 隣接型 分離型



「どのような一体型を計画するか？」／連携に向けて

平面・断面計画

関係性を創り出す
：出会いの機会を高める

多様性を享受する

段階的・グラデーショナ
ルに移行する

共用化を進める



1年2年

3年4年

5年6年7年

8年9年

学年配置「６・３→４・３・２」
：小中の接続の重視（特に6年生・7年）
生）



一貫校ゆえに発達段階の意識化：発達段階に対応・グラデーショナルな移行
学習環境の質的向上：低・中・高学年による教室計画の差異

／小1〜2：総合教室型 ／小3〜6（7）：特別教室型（オープンスペース）
／中2（1）〜3：教科メディアセンター型・教科教室型



教室のつくり－低学年

：総合教室型
入口

教室
扉

教師机

水回り

図書・作業コーナー

図書・作業コーナー

教師コーナー



教師コーナーはガラスの囲いでつくる
（空調）。５人分のスペースで、児童に
目が届き、かつ、時には邪魔されない
つくり

ランドセル棚

ランドセル棚

領域感が広がる

20教室の周りに多様な場所をつくる:中学年教室廻り／多摩第一小学校

手洗い

クワイエットスペース

クワイエットスペース

CR CR CR CR

OS OS

OS OS

CR CR CR CR



高学年ユニット：CR＋OS＋収納スペース＋水回り＋クワイエット（静的な場）＋教師
コーナー

クラスルーム間のロッカース
ペース

奥の静かな場



全教科に専用（特別）教室・各教科学習に最適な環境や教材・多様な学習形態に対応
教
科
教
室
型
運
営
＋
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
泉
南
中



教科教室のしつらえと使い方：家具、教科専用の掲示が可能、教材も常設可能

教科メディアセンター：教科学習の支援／多様な学習形態：家具＋教材



教科MC：パソコン・顕微鏡・望遠鏡も自由に使える＝ユビキタスな学習環境
←これまでの理科室＋準備室では不可能なしつらえ、使い方



音楽室（講義系）

音楽ホール（合唱・合奏系）

一貫校の有意性＝
特別教室の高度
化・多機能化
／音楽室
：小学校音楽室
＋中学校音楽室

（１＋１＝２）

：音楽ホール
＋講義室

（１＋１＝３）

講義室 音楽ホール



理科室（実験系）

理科室（多様性）

理科室（講義）

理数メディアセンター

理数メディアセンター

多様な理科室の構成 高機能化・専門化



小アリーナ 中アリーナ

大アリーナ

小学用＋中学用でなく

一貫校の有意性：小学＋中学（１＋１＝２）／小学校専用＋中学校専用
⇨高機能＋多機能（１＋１＝３）／共用化

さつき学園／守口市



関係性を創る
他学年への刺激

：活動・作品を開く
／「ショーウィンドウの
ように」
教材の展示、
自由利用
内部の視認性



多様な関係性をつくる

対面性・回遊性・開放性の計画
⇨

多様なヒト・コトとの出会いの機会を
促す



関係性をつくる
／空間を開く

：異学年交流
：異学年のつながり



関係性をつくる：共用空間⇨計画的・偶発的な関係性をつくる：共用空間⇨計画的・偶発的な
異学年交流の拠点



図書メディアセンターの計画⇨ヒト・モノ・コトの関係性
・ヒトの関係性をつくる：異学年、偶発的な出会い
・メディア中枢：アクセシビリティ、視認性、多様なしつらえ、メディアネットワーク



低学年（1〜4年）メディアセンター

高学年（5年以上）メディアセンター



図書＋ICTセンター：開放性とアクセシビリティ、多様な場 （O小）



身体差と家具

共用化に向け可変型の家具（調理室台）



家具サイズ

「中は小を兼ね」



在来型の職員室：
固定席→小中間の交流・連携、随時の相談などの難しさ



教員スペース：フリーアドレス固定席がな
く、業務内容に応じた就労環境の選択



職員室の開放化＋教師コーナーの設置：教師ー児童・生徒のコミュニケーション



小中一貫校の計画ー課題：一貫性の強化、教育の質的向上

施設計画
・［小学校+中学校：小中各々のまとまりを基本単位に合築・複合］⇨［一貫校：小中の各々を原単位とせずに新タイプの学校づくり、創発的融合・混成型］
ー小中のまとまり、低中高のまとまり、ゾーニング・各々の空間計画の独自性（ex. A型、U+V型、V型)
ー領域構成or無領域化、専用・共通領域の計画、発達段階の違いに応じたスケールやセッティング
ー一貫校独自の空間計画、高機能化、面積的な効率性や潤沢性

運営計画
・学校文化、制度（教科担任・学級担任、授業時間、免許など）、慣習など、小中の違いの摺り合わせ
・教員連携の有効な方法や考え方、合理性
・小中、低中高のまとまりのつくり方、使い分け方：中学年の位置づけ、独自性
・学区：統廃合における一貫校の位置づけ（統廃合のための一貫校、一貫校による学校の持続）

：小学校区と中学校区の整合性
・一小一中＜n小一中：連携校における取り組み、質的向上
・地域や学校現場の理解や合意：ワークショップなどの参加の仕組み（直線型／漂流型）
・地域拠点としての一貫校の役割、可能性

・「１＋１＝３」の計画：単独では難しいハード・ソフトの実現
：相補的、相乗的、相互的計画

・多様なヒト（異学年・教師・地域）、モノ（学習・生活環境）、コト（活動）との繋がりを仕組む
・小中一貫は「目的ではなく、手段である」
・小中学校の文化の違いを前提に、その摺り合わせが必要
・教師間の密な連携、相互理解が必須



コミュニティスクールの構築
「９年間の安定的・長期的な地域・学校の関係を活かす」



コミュニティスクール
:学校運営協議会・地域学校協働活動・社会に開かれた教育課程

一貫校の有意性：９年間の長期化による安定した学校と地域の関係

出典：文科省HP



コミュニティスクールの取り組み／学校運営協議会：連携の母体



△

計画の特徴：正門脇に地域連携・支援室、ランチルーム兼交流サロン、

保健室へのアクセス

オートロック



１年生下校見守り 校外学習引率

10分間行ってらっしゃい隊

連
携
活
動



連携活動／学習支援byさつきフレンド



一貫校の有意性：地域学校協働活動



地域が学校活動を支援：地域人材・場の提供ー総合的学習

（１、２年生の生活科の中で、ソバの栽培から収穫まで行う／地域交流センター）



手芸サークル

高齢者による「ちょん掛けコマ」 茶道（自宅での指導）

手芸サークル

50年記念／博多小

地域が学校活動を支援／総合的学習・クラブ活動の指導
：指導の専門化、継続性、指導者の生きがいづくり



スクールサポーター／聖籠中

２ 地域が学校活動を支援：学校サポーター２. 地域が学校活動を支援：学校サポーター



企業連携による新たな学習プログラム／教科・総合的学習



企業連携による学校
設備の高度化・潤沢化



学校施設活用のコミュニティ活動：地域高齢者の支援
給食サービス／生き生きふれあいサロン



学校と地域の関係化に向けての学校空間の計画・利用
学校 地域

教育の場＋地域活動の場への転換・重合
−空間的・視覚的・景観的な連続性

：塀のない学校→自由な出入り、親近性
：開放性→ビジュアルインターアクション、認知
：景観形成、街並み、街の賑わい

−学校施設の地域利用（従来型）
：学校開放ゾーン→共同利用（地域による借用）
：生涯学習への対応

−地域のための場の確保（地域の専用拠点）
：地域交流センター、地域活動の場、連携のための場
：学校に制約されない自由な利用、地域の居場所
：空き教室の活用・転用

−学校・地域の協働の場
：スクールサポーター、人材活用、共用空間（コモンズ）

−学校・地域施設の複合化・転用（学社融合：地域社会の拠点）
：社会教育施設（図書館、ホール、講座室）、世代間交流施設
：高齢者施設（デイサービス、特養）、保育所
：連携利用による機能の高度化
：廃校活用

学校機能

社会機能

背景：地域ぐるみでの子育て機運の高まり
：生涯学習や地域活動のニーズ、地域コミュニティ再編
：高齢化への対応、子どもと高齢者の相性



従来：学校施設の地
域利用（学校開放）

・特別教室を中心にした
開放ゾーンの設定
・普通教室、管理諸室と
の分画
・夜間、休日開放
・学校と地域の非接触

：開放ゾーン

大博通り



９年間の安定的・長期的
な学校地域の関係
×コミュニティスクール

①学校・地域エリアの層
状、段階の構成
②分離から連続・一体・
開放性への転換
③アクセシビリティ・視認
性・気配伝達の向上
④学校への気軽で自由
な（目的がなくても）立ち
寄り：モール・ラウンジ



地域学校の協働の計画：地域の場・交流の場を確保する／よつば小地域学校の協働の計画：地域の場・交流の場を確保する／よつば小

：地域交流スペース：PTA室・まちなかサロン・郷土資料室
←学校空間との連続性・一体性（脱ゾーニング）
＝子どもと地域の出会い・協働の機会の増加

←フリーアクセス



計画段階の地域連携：使い方の検討notプランの検討 地域の場



学校づくりへの地域参加：施設に対する希望、基本的枠組みの検討学校づくりへの地域参加：施設に対する希望、基本的枠組みの検討



施工過程ヘの
参加

計画づくり
への地域参
加は、学校
支援のエネ
ルギーとな
る



１.学校活動の豊かさ
：活動の専門性、具体性、多様性、臨場感、刺激の強度
：社会性、地域への興味・関心、地域ぐるみの子育て機運
：学校の活力、活気の向上（cf.小規模校）
：学校の個性化、Identity

２.負担軽減
：働き方改革、施設機能の効率化（学校＝地域施設）、ボランティアの成立
：学校運営の潤滑化
：継続性

３.地域の豊かさ
：コミュニティ活性化（人的繋がり、身近な活動の場、機能）
:地域資源への関心と継承・発展、生きがい・自己実現、子どもへの関心

地域・学校の連携・協働の効果



地域づくりと学校づくりの連動：学校力を活かす地域づくり（定住人口）

不動産屋さんのお友達が、御所南学区だと他の学
区の同レベルの物件の２〜３割増しの値段設定で
も確実に売れると言ってました。御所南学区だと
新築の60平米は西向きや低層階で我慢しても4500
万は下らないのかもしれませんね。

人気の御所南小学校学区。「三条御幸町」にある
分譲賃貸３LDK。京都生活を謳歌できるおすすめ物
件。

中京区の人口変化

御所南小学校（京都）

とどろみの森（箕面）

1997年：「総合的な学習」研究校
2003年：民間学力調査でトップの成績

／NHK放送
2004年：コミュニティ・スクール指定
2006年：フィンランド方式（読解力）



ご清聴ありがとうございました


